
社会貢献教育 
ファシリテーター研修 

年 月 日 

日本ファンドレイジング協会 



「民から民への資金」 
10兆円時代の実現へ 

「寄付の教室」全国の学校で開催 

ファンドレイジン
グ・日本 

認定ファンドレイザー 
資格制度、創設 

寄付市場の拡大 ファンドレイザーの育成 × 

特定寄付信託制度創設、 
ファンドレイジング行動基準制定 
休眠口座活用国民会議発足等 

寄付白書 
創刊 

1,202名参加 

有資格者920名、必修研修受講者2,100名 

社会に貢献する 
創刊 
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http://jfra.jp/


1.なぜ社会貢献への理解が進まないのか？ 

http://jfra.jp/


社会貢献意識の変化 

『寄付白書2013』p.3 

日本人の約7割が 

社会貢献に関心あり 

他方で… 

寄付者率は43.6% 

http://jfra.jp/


寄付者率 

『寄付白書2015』p.29 

20～30代では… 

20% 

http://jfra.jp/


ボランティア活動者率 

『寄付白書2013』p.136 

20～30代では… 

12～14% 

http://jfra.jp/


学校教育での寄付・ボランティア経験
と寄付・ボランティア活動者率 

『寄付白書2015』p.123 

学校教育の中で寄付・ボランティア経験があると、 
大人になってから寄付・ボランティアを行う割合

が…約1割増える 

http://jfra.jp/


授業で寄付を学んだ割合 

『寄付白書2015』p.123 

小学校

4.7% 
中学校 

3.9% 
高等学校 

3.6% 

全体では…7.2% 

http://jfra.jp/


日本の現状にあった寄付
教育のコンテンツ化 

先端・成功事例の集約・
可視化 

教育現場に合う 
手法がない 

「逆」寄付教育
がなされている 

専門的サポート 
体制がない 

教員が社会貢
献を知らない 

学習指導要領
上の位置づけ 

課題１ 

 

 

 

課題２ 

 

 

 

課題３ 

 

 

 

課題４ 

 

 

 

課題５ 

毎年、100万

人の子どもた
ちが、 

「寄付って？」
と 

感じたまま大
人になっていく
現状を誰かが
止めないとい
けない。 

日本の現状にあった寄付
教育のコンテンツ化 

先端・成功事例の集約・
可視化 

寄付専門家の地域組織
化・他機関連携 

指導者養成カリキュラム・
研修の仕組みの構築 

日本の教育政策の変更 

なぜ社会貢献教育が進まないのか 

http://jfra.jp/


2. 社会貢献教育と自己肯定感 

http://jfra.jp/


日本の若者は諸外国と比べて，自己を肯定的に捉えている者の割合が低く，自分に
誇りを持っている者の割合も低い。日本の若者のうち，自分自身に満足している者
の割合は5割弱，特に10代後半から20代前半にかけて，諸外国との差が大きい。 

日本の若者の自己肯定感 

出典：内閣府（2014）「特集 今を生きる若者の意識～国際比較から見えてくる
もの～」『平成26年版子ども若者白書』
（http://www8.cao.go.jp/youth/whitepaper/h26honpen/tokushu_01.html）． 

http://jfra.jp/
http://www8.cao.go.jp/youth/whitepaper/h26honpen/tokushu_01.html


出典：内閣府（2014）「特集 今を生きる若者の意識～国際比較から見えてくるも
の～」『平成26年版子ども若者白書』
（http://www8.cao.go.jp/youth/whitepaper/h26honpen/tokushu_01.html）． 

社会形成・社会参加 

社会問題への関与や自身の社会参
加について，日本の若者の意識は
諸外国と比べて，相対的に低い。 
「社会をよりよくするため，社会
問題に関与したい」と思っている
日本の若者の割合は4割強で日本
が最も低い。 

http://jfra.jp/


平成25年度我が国と諸外国
の若者の意識に関する調査 

「第３部 有識者の分析 
自尊感情とその関連要因の比較：日本の青年は自
尊感情が低いのか？ 」 
（北海道大学大学院教育学研究科 准教授 加藤
弘通） 
 
…今回の調査で他国の青年との比較で明らかに
なった日本の青年の自尊感情の特徴とは，長所や
主張性といった個人の特性と関連しながらも，他
者にとって自分は役立つ存在であるかという有用
性と分かち難く結びついたものであるという点で，
他国の青年にみられない特徴をもつものであった
といえるだろう。…（p.132） 
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3. 社会貢献教育ファシリテーターとは 

http://jfra.jp/


社会貢献教育の全体像を把握している 1. 
2. 子どもたちに社会貢献教育に関するプログ

ラムを提供できる 

社会貢献教育ファシリテーターとは？ 
  社会貢献教育ファシリテーターとは、社会貢献教育に関
する様々な教育プログラムを理解し、学校教育現場に社会貢
献に関する教育プログラムを提供する案内役です。社会貢献
に関する教育プログラムには、寄付に関するものやそれぞれ
の社会課題に関するものなど多数ありますが、1つの重要な
共通点としては、子どもたちが社会の中で誰かや何かに必要
とされている存在なんだ、ということが分かることで、自己
肯定感を高めることにつながっている点です。 

  社会貢献教育ファシリテーターはこのことをよく理解した
上で子どもたちに社会の中でかけがえのない役割を果たす人
生を歩んでもらうために、授業を提供していきます。 

http://jfra.jp/


社会貢献教育ファシリテーターになるまでの流れ 
 
 
1.社会貢献教育ファシリテーター研修の受講（本研
修） 

2.「寄付の教室」もしくは「社会に貢献するWS」へ
のオブザーブ参加 

3.「寄付の教室」もしくは「社会に貢献するWS」へ
のメインファシリテーターとしての参加 

 ※ここでは、サブファシリテーターに経験者が付き
ます。 

4.修了証の発行 

http://jfra.jp/


寄付教育調査報告書 

4.社会貢献教育の全体像とは 

http://jfra.jp/


社会課題を
考える 

教育プログ
ラム 

お金と人生
を考える 

教育プログ
ラム 

寄付教育調査報告書p.6 

社会貢献教育 寄付教育プログラム 

http://jfra.jp/


寄付教育調査報告書p.7 

プ
ロ
グ
ラ
ム
時
間
は
短
め 

プ
ロ
グ
ラ
ム
時
間
は
長
め 

教員自身の熟練が必要 

教員自身の熟練は必要としない 

教員での実施が可能 

トレーニングを受け
た講師が実施（教員

も可） 

プログラム提供団体
の講師が実施 

現状の寄付教育 
プログラム 

米国の社会
貢献教育・
寄付教育 

協会が他地域で展開する
社会貢献教育 

http://jfra.jp/


社会課題を考える教育プログラム 
寄付教育調査報告書p.35-52 

http://jfra.jp/


お金と人生を考える教育プログラム 
寄付教育調査報告書p.23-34 

http://jfra.jp/


米国の社会貢献教育・寄付教育 

Learning to Give 
1,700以上のプログラムが各教科と関連付けられて紹介されている。ビデ
オ教材から進行案まで紹介。http://www.learningtogive.org/teach 

http://jfra.jp/


米国の社会貢献教育・寄付教育 

National Youth Leadership Council 
Service Learning（教科学習とコミュニティへの貢献をつなげる学習手法）の
普及を軸に、ユースの社会貢献を推進している。ユースへのプログラム提供か
ら、教員サポート、教材のリソースセンターもある。 

http://jfra.jp/


米国の社会貢献教育・寄付教育 

Youth in Philanthropy AFPの提供する寄付教育 

http://jfra.jp/


米国の社会貢献教育・寄付教育 

Learning by Giving Foundation 
学生がコミュニティのNPO/NGOに実際に助成する体験を通じて、
将来思慮深く効果的な寄付を出来る寄付者になるためのプラット
フォームを大学を通じて提供 

http://jfra.jp/


一人ひとりの得意・関心が社会とつながる 

日本版・DonorsChoose 



日本版・DonorsChoose 

 この度、READYFOR株式会社、株式会社日本教育新聞社、認定NPO法人日本ファンドレイジング協会
の三社は、日本版・DonorsChoose、一人ひとりの得意・関心が社会につながると題して、高校生の
様々なチャレンジを社会の課題解決につなげる教育プログラムを共同提案いたします。 
 私たちのご提供するプログラムは、社会の様々な課題とそれらの解決に向けた最新のチャレンジを学ぶ
と共に、生徒自身の得意・関心に基づくチャレンジを社会の課題と結びつけ、実社会に向けた提案を行い
実際の課題解決にチャレンジしていくことまでをワンストップで経験するプログラムです。 

日本版・ DonorsChoose 「一人ひとりの得意・関心が社会とつながる」 

①Learning by Givingをベースにした29時限の授業、②生徒たちの個別のチャレンジ企画支援、③
READYFOR上での学校カスタマイズページの作成とそこでの生徒たちが支援を募るという課題解決の実
体験までを、ワンパッケージにした社会貢献教育を行います。 

① Learning by Givingプログラム 
29時限で社会課題と解決に向けた
様々な最新のチャレンジを学ぶ 

②個別チャレンジ企画支援 
生徒たちの得意・関心を活かした
チャレンジの企画 

③READYFORで支援依頼 
クラウドファンディングのオンラ
インプラットフォームで実際に支
援を募り実現を目指します 

http://jfra.jp/
http://jfra.jp/


京都府立嵯峨野高校 
 

京都初・社会貢献教育プログラム 
アカデミックラボの価値を更に高める取り組み 

http://jfra.jp/


プログラム・スケジュール案 

月 1年生向け「現代社会」と連携した実施概要 

1月 

【発展】地域の課題の課題調べと寄付先NPOのマッチング 
 
展開で集めた寄付を地域のどのような課題に取り組むNPOに寄付するのか、生徒自身の課題
調べとNPOのマッチングを京都地域創造基金がサポート。 

12月 

【展開】①もったいない寄付を集める体験／②クラウドファンディングでの寄付集め体験 
 
実際自分たちにできる寄付集めの実体験をする。①スポンサー企業を付けて、古本や換金性
のある物などを1年生全員で集めて寄付金に換える体験 or ②クラウドファンディングサイ
トREADYFOR上で生徒がプロジェクトを立ち上げて寄付集めを体験。日本教育新聞
×READYFOR×日本ファンドレイジング協会で取り組みを支援。 

11月 

【導入】寄付の教室 
 
寄付の模擬体験を通じて、寄付でできる社会貢献を学び考える教室内完結モデル。2コマ90
分。各クラス別で8クラス同時進行か学年全体での進行か要相談。詳細次ページ参照。 

月 2年生向け「アカデミックラボ」と連携した実施概要 

9～3月 

既存のアカデミックラボへの伴走支援 
 
京都地域創造基金の支援先NPOの紹介および、社会貢献にテーマを絞った生徒のグループへ
のアドバイス支援を京都市ユースサービス協会、京都地域創造基金、日本ファンドレイジン
グ協会の3者で行う。 

これら、
一連のプ
ロセスを、
朝日新聞
京都支局
の協力の
元、長期
取材によ
る記事化
で発信。 

http://jfra.jp/


岡山学芸館高校 
 

社会貢献教育プログラム 
貴校のSGHプログラムの価値を高める 

日本ファンドレイジング協会 
 



岡山学芸館高校・独自モデル 

 私たちのご提供する社会貢献教育は、子どもたち一人ひとりが輝く人生、豊かな人生を歩むために、多
様な価値観に基づいた選択による、社会貢献活動の実践を通じて、充実感や達成感を経験でき、自分のか
けがえのなさに気付くと共に、社会の構築を目指して主体的に参加できる人材の育成を目指す学習です。 
 寄付の模擬体験から自分らしい社会貢献の形を考えるワークショップ、寄付された寄付金の寄付先選定
や助成金の審査員などの実体験までも含んだ様々なプログラムをご用意しています。 

岡山学芸館高校モデル「ソーシャル・リーダーシップ サマーキャンプ」 
 貴校のSGH「グローバル社会に貢献できるリーダー育成のための研究開発」の価値を更に高めるために、
弊協会独自の社会貢献教育プログラムに基づき、1泊2日のワークショップ形式のプログラムを実施。 

①ワークショップ 
最新の社会貢献事例紹介などを交
え社会に貢献する意味を考える 

②ケーススタディ 
実在のNPOを事例に、課題解決
案をグループごと考え案作成 

③成果発表 
グループごと考えたソリューショ
ンを全員の前で発表 

この実践を… 
1．研究授業として位置づけ、全国のSGHの教員が見学できる形で実施することで、全国初の取組みを発信します。 
2．日本最大の教育専門紙「日本教育新聞」の紙面上でも紹介することで、広く外部に向かって取組みを発信していきます。 

所要時間：半日（目安） 所要時間：1日（目安） 所要時間：1時間（目安） 

注：イメージ写真。貴校SGHwebサイトより引用。 

http://jfra.jp/
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スケジュール案 

月 実施概要 目標・目的 

8～
12月 

【展開・発展】海外フィールドワーク（現地調査） 
 
貴校で既に取り組まれているカンボジアでの現地活動。2年生は8月後半、1
年生は12月に実施。【導入】での経験を踏まえ、自分らしい或いは各グルー
プらしい取組みを実践。 

実行する 

8月 

【導入】ソーシャル・リーダーシップ サマーキャンプ 
 
弊協会のプログラムをベースにして、社会に貢献することやどんな方法で自
分が力を発揮できるかをワークショップ形式で考えるプログラムを1泊2日で
実施予定。ケーススタディを用いて各グループごとソリューションを提案す
る（予定）。 

課題を主体的
に捉え考える 
 

6～7
月 

【事前打ち合わせ】貴校独自の課題や目標などを伺いなが
ら、独自のプログラム設計を行います。 
 
プログラム実施に向けて、貴校SGH担当教員と詳細をすり合わせて最適なプ
ログラムを作成していきます。 

http://jfra.jp/


社会貢献教育のポイント 

 
 

 
 

 
 

1. 子どもたちの自己肯定感を高める 

子どもたちの多様な価値観を認める 2. 

3. 子どもたちが達成感を得られる 

http://jfra.jp/


「社会に貢献する」って
どういうこと？ 

2016年6月16日 
東京学芸大学附属国際中等教育学校 



1.「社会に貢献する」WSの可能性 

①社会貢献教育へのPositiveな扉 

②社会貢献＝ボランティア+寄付 

③Actionのきっかけ 
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2.「社会に貢献する」WSの内容 
1限 
（50分） 

 

 
 

 
 
 
  
 
 
 

【あなたにとって社会貢献とは？】 
①導入・アイスブレイク 
 社会貢献に関するQ&A・寄付者の気持ち 
 

②レクチャー 
 日本の社会貢献の現状 
 

③ワーク1「社会貢献のイメージは？」 
  ＊個人→グループ 
 

③ワーク２「興味のある社会貢献は？」 
 興味のある分野を2つ選び理由を記入 
 ＊個人→グループ 
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2.「社会に貢献する」WSの内容 

2限 
（50分） 

 
 
 

 
 
 
  
 
 

【社会貢献はなぜ大切？】 
①身近な社会の課題に気づこう 
 「事故を境に」 
  → 自分ができることって… 
   

②レクチャー「共助」 
③アクティビティ「社会貢献を見つけよう」 

 → 配られたものから社会貢献を探す 

④ワーク3「寄付・ボランティアはなぜ必
要？」  ＊個人→グループ 
 

⑤ふりかえり 





東京学芸大学附属国際中等教育学校 中学1年生 

かえつ有明中学・高校 中学2～高校1年生 

イベント・子ども寺子屋＠岐阜 小学校4~中学1年生 

 

→要望に応じて、内容をアレンジして実施している。 

 

基本構成は、 

①個人の経験を問う→②グループで共有→③全体共有 

参加者同士の経験を共有して深めていくことで、「自分にとって
の社会貢献とは」の答えを見つける。 

これまでの実施校 

http://jfra.jp/


ボランティア 寄 付 

自らの時間と労力を
進んで提供する 

相手を信じて 

未来を託す 

社会貢献の両輪 

http://jfra.jp/


【1時限目】あなたにとって、
社会貢献とは？ 

http://jfra.jp/
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・狭山市のごみの分別のボランティア  
・ベルマーク 
・障害のある方とスポーツをするボランティア 
・くつや洋服のリサイクル 
・震災などへの募金活動 
・（学校説明会の手伝い） 

・ガンの薬でかみの毛を失ってしまった方のた  
 めにかみを30cm寄付した。→かみはウイッグ 
 に使われた。  
・台風18号のえいきょうでひがいがあったとこ 
 ろに寄付している団体がぼ金をしていたので 
 ぼ金した。 
・保育園のボランティア 

・ぼ金をしたら赤い羽がもらえるNPOの活動に 
 ぼ金した。 
・小学校でやっていたペットボトルのキャップ 
 を集めてワクチンにしたりベルマークを集め 
 て寄付をした。 

寄付やボランティア、人に役立ったと
いう経験がありますか？ 
 
ワークシートにあなたの考えを記入し
てみた下さい。 
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自分も 
学べる 

大変なこともあるかもしれないけれ
どやりとげた時の達成感はすごく気
持ちいいし、自分も色々なことを体
験して、学べる機会だと思います。 
そして何より、自分がどれだけめぐ
まれているか、むこうの人はどんな
に大変なのか、と相手の気持ちや、
自分の普段行っていることを見直す
こともできると思います。 

ここまでで、社会貢献つてどんなイメージ？ 

もちろん相手にとって＋になるし、
自分も相手が＋になるようなお手伝
いができたらとても嬉しく、活動が
楽しいと思う。 
しかし、社会貢献は時間も労力も必
要となり非常に大変だ。 
だけれど「嬉しい＞大変」という関
係であるからみんなやるのではない
かと思う。私ももっと社会貢献活動
を行いたい。 
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大切 

大切なことだけど、 
楽しいことでもなく、 
大変、見ていても、 
あまり興味を 
もつことはできない。 
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動物虐
待・殺 
殺処分 

自然災
害から
の復旧 
・復興 

人種・
性別等
への偏
見意識 

私は２年生の頃、福島県に住んでいました。
その時おこったのが、東日本大震災でした。
その後、原発事故もありひなんをよぎなくさ
れていました。そのときに、さいたま県まで
ひなんしに行くための高速道路代金や、福島
での給水活動のおかげで春休みをすごすこと
ができました。その後も、無料で内部ひばく
の検査をうけられたり、福島のふっこうのた
めにAVEさんという人が学校に来て、歌をう
たってくれたり、室内プールや、体育かんを
ていきょうしてくれる人たちいました。その
おんもあるので、私も同じ思いをした人たち
を、私たちのように、してほしいことをして
あげたいです。（自然災害からの復旧・復
興） 
動物というのは生きものでかんじょうがある
のも、人間と同じなので、動物たちを助けた
いです。（どうぶつぎゃくたい） 
人種のせいで、たたかいや、さべつがおこっ
たりするので、ふせぎたい。（さべつ） 
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いじめ 
・ 

不登校 

動物虐
待 ・ 
殺処分 

貧困・ 
ホーム
レス 

まず「動物虐待・殺処分」を選んだ理由は私
が動物を好きだからこそ、そういうこともき
ちんと知りたいと思ったので、選びました。 
「貧困・ホームレス」を選んだ理由は特にな
いけれど、そういった人たちに何か、お菓子
（パンなども）作ってあげて配りたいです。 



【2時限目】 

社会貢献は、なぜ大切？ 

http://jfra.jp/
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＊ひさいしている人は、苦しくて、 
 悲しんでいると思うので、さりげ 
 なくなぐさめて、元気が出るよう 
 にする。 
＊泊まるところがなくなった時など 
 は泊めてあげたり、生活に必要な 
 歯ブラシやタオル、いらない衣類 
 などをあげる。 
＊かたづけや瓦礫のてっきょなどを 
 手伝う。 

＊あまり悲しみの言葉などはかけず、 
 いつものようにたのしそうなはな 
 しをする。 
＊暗い感じではなさず、いつものふ 
 んいきでふつうにはなしかける。 

＊家でご飯を食べさせてあげる。 
＊自分の部屋を貸してあげる。 
＊勉強するための教科書や筆記用具 
 などを貸してあげる。 
＊さみしい思いをしないように１人 
 にしない。 

＊寄付をする。食料やこれからの復 
 こうのためにも寄付をする。可能 
 であれば実際に現地に行って土砂 
 や瓦礫をかたづけるための手伝い 
 をする。 

＊周りの人にその現状を伝える。拡 
 散する。自分で多額のお金を寄付 
 することはできないので、現状を 
 伝えると同時に寄付・募金を呼び 
 かける。 
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社会貢献といわれると、少し大きい課題のよ
うな気がして、自分には、まだできないん
じゃないか、そんなことできるのだろうかと
思う部分もあったけれど、今日授業をうけて、
自分たちがやれることもたくさんあることを
知りました。 
またベイクセールなどをやった先輩の話を聞
いて、自分のできること、興味のあることか
ら、人を救うことから社会貢献ができると知
り、社会貢献を身近に感じました。 
ボランティアや自分でできると思うことは積
極的に行って、少しでも人の役に立ちたいと
思います。 

今日は、色々な人の社会貢献を知りました。
ボランティアぐらいしかないんじゃない？と
思っていたけれど、動画やクイズでこんなも
のもあるんだ！！と知り、すごく身近に感じ
ることができました。 
今日、２時間お話を聞けて本当に良かったと
思いました。 

今日は、社会貢献についてよく知ることがで
きました。今まで、いくつかのボランティア
に参加したことがよくわからないままやって
いました。ありましたが、けれど、今日でい
ろいろなボランティアがあることを知り、何
のためにしているのかも分かったので、これ
からも、いろいろな社会貢献をしていこうと
思いました。 
そしていろいろなボランティアがあり、小さ
なボランティアでも少しずつやってみようと
思いました。そして、このようなことを家族
などでも供ようしていきたいです。そして世
界に役立つことをしたいなと思いました。 
今日は本当にありがとうございました！ 

社会貢献活動の一部分しか、聞いた事がな
かったが、このような機会を頂いてしっかり
社会貢献活動に一から向き直す事ができてよ
かった。興味の持ったことは、小さい事でも、
最初からあきらめずに、挑戦してみたいと
思った。 
友だちとの活動が、ひょっとしたら世界を変
える小さなきっかけになるのではないかとい
う希望を持つことができた。 



寄付の教室・生徒の感想 

（中学校2年生／男子） 

（小学校4年生／女子） 

http://jfra.jp/


寄付の教室・教員の感想 

小学校教諭 

中学校校教諭 

http://jfra.jp/


社会に貢献するWS 
生徒の感想 

http://jfra.jp/


社会に貢献するWS 
保護者の感想 

http://jfra.jp/


2020年、社会貢献教育を社
会実装するチャレンジ 
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2021‐2022 

 どの学校でも社会貢献教
育が行われる 

2019‐2020 

  社会貢献教育推進のメ
カニズムが動く 

2017‐2018 

社会貢献教育の流れを変えて
基盤を創る 

【推進に必要なステークホルダーが
認識を共有しアクションを取る】 
 
「社会貢献教育推進のための提言書」が公
式発表され、社会貢献教育の必要性につい
ての空気が醸成され、全国展開への流れが
付き始める。 

 

【推進機関が立ち上り推進のメ
カニズムが動き始める】 
 
提言書に基づいた、推進のためのプ
ラットフォームと展開の仕組みが主要
ステークホルダーと連携しスタートし、
推進のメカニズムを動かし始めます。 

【希望すれば、どの学校でも社会
貢献教育が行われる】 
 
学校単位では、希望すればどの学校でも、
社会貢献教育が行われ、学校で実施され
ない場合は、学校外でも学ぶ機会が確保
されている状態を実現します。 

「社会貢献教育推進のための提言書」
による文教政策への提言 

全国でのファシリテーター（約150） 
社会貢献教育ハンドブック発行 

社会貢献教育カンファレンス化→社
会貢献教育のメッカに 

全国地域拠点（７拠点）でマッチン
グモデル構築 

社会貢献教育推進プラット
フォーム（ﾒｶﾆｽﾞﾑ）が社
協・コミュ財連携で発足 

「公共」科目の具体的ガイ
ドラインを適切に誘導 

社会貢献ファシリテーター 
全都道府県配置の実現 

中核規模の都市での先進的
モデル地域の創出 

文科省、自治体、教育委員
会と社会貢献教育FTの全国
規模での連携実現 

全国すべての学校のニーズ
に対応できる体制の実現 

「公共」科目の最適・本質
的な内容でのスタート 

教員養成課程に「社会貢献
教育」が最適に導入 

http://jfra.jp/
http://jfra.jp/

